
を
作
り

、

同
人
雑
誌
「
線
L
を
発
刊
」
（
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
史
』
岡
本
唐
貴
•

松
山

文
雄
編
著
。
一
九
七
二
年
九
月
重
版
、
造
形
社
）
と
い
う
発
言
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
っ
て
、
相
互
の
影
響
関
係
が
把
握
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

『
線
』
は
松
本
竣

介
ら
の
作
家
活
動
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い

て
は
山
口
泰
二
著
「
松
本
竣
介
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
ー
|年
新
発
見
の

『
線
』
創
刊
号
を
中
心
に
ー
—
_
」
（『美
術
運
動
』
第
―
二0
号

、

一
九
八
九
年
二
月
）

な
ど
の
研
究
が
あ
る
の
で
敢
え
て
再
言
を
要
し
な
い
が
、
彼
ら
の
活
動
が
本
校

の
近
代
芸
術
研
究
部
の
そ
れ
と
一
脈
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ

昭
和
三
年
三
月
、
ド
イ
ツ
大
使
ゾ
ル
フ
の
娘
ラ
ギ
ー
が
一
時
入
学
し
た
。
年

報
の
「
将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
本
校
は

た
び
重
な
る
女
子
部
設
置
要
求
に
も
拘
ら
ず
認
可
が
得
ら
れ
ず
、
女
生
徒
に
門

を
閉
ざ
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
明
治
期
に
お
い
て
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン

・
ハ
イ
ド
、

マ
リ
ー

・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
、

時
の
教
務
関
係
書
類
に

通
知
〔
昭
和
一
＿
一
年
一
月
十
日
立
案
〕

独
乙
大
使
令
簸

教
務
掛

右
西
洋
画
実
習
見
学
ノ
為
当
分
之
間
長
原
教
授
担
当
ノ
西
洋
画
科
第
一
年
級

教
室
二
出
入
許
可
相
成
候
二
付
右
御
含
置
相
成
度
候
也

ゾ
ル
フ

・
ラ
ン
コ

性
を
特
別
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
今
回
も
そ
の
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当

ハ
イ
エ
ッ
ト

・
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
等
の
欧
米
人
女

⑥

女

子

生

徒

（
ラ
ギ
ー

・
ゾ
ル
フ
）

ま
で
の
研
究
で
は
見
落
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
ラ
ン
コ
」
は
ラ
ギ
ー
の
日
本
名
と
考
え
ら
れ
る
。

ラ
ギ
ー
の
入
学
は
新
聞
に
格
好
の
話
題
を
提
供
し
、
本
校
校
門
を
バ
ッ
ク
に

し
た
彼
女
の
写
真
が
数
紙
の
紙
面
を
飾
っ
た
。
同
月
十
八
日
の
『
東
京
日
日
新

聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

美
術
學
校
に
咲
く
異
國
の
花
一
輪

ド
イ
ツ
大
使
の
令
嬢
が
綸
の
研
究
に

こ
の
十
一
日
か
ら
女
禁
制
の
上
野
の
美
術
學
校
に
毎
日
姿
を
現
す
上
品
な
ド

ィ
ッ
美
人
見
る
か
ら
に
け
だ
か
く
勿
論
モ

デ
ル
女
で
は
な
い
、
荒
く
れ
の

學
生
連
中
も
一
目
お
い
て
ゐ
る
始
末

こ
の
美
人
こ
そ
駐
日
ド
イ

ツ
大
使
ゾ
ル
フ
氏
の
令
娘
、
歌
舞
伎
通
と
し
て
知

ら
れ
る
ラ
ギ
ー
(
-
九
）
さ
ん

嬢
は
大
の
日
本
趣
味
、
敷
年
前
か
ら
日
本
聾
の
研
究
を
績
け
て
る
外
藤
間
政

〔
マ
マ

〕

禰
氏
に
つ
い
て
舞
踊
も
研
究
、
過
ぐ
る
年
の
夜
會
の
時
に
奴
道
成
寺
で
喝
采

を
博
し
た
こ
と
も
あ
る

来
朝
以
来
八
年
、
日
本
趣
味
も
大
整
つ
く
し
故
國
で
習
得
す
る
ひ
ま
の
な
か

っ
た
西
洋
痘
を
思
ひ
た
ち
、
見
學
生
と
い
ふ
名
目
で
は
あ
る
が
美
校
の
長
原

孝
太
郎
氏
の
下
で
専
心
研
究
す
る
こ
と
と
な
っ
た

大
使
も
元
来
女
性
の
入
れ
な
い
學
校
に
特
に
入
れ
て
貰
っ
た
こ
と
を
深
く
感

謝
し
て
い
る
。

ラ
ギ
ー
は
同
年
十
月
の
ゾ
ル
フ
大
使
帰
国
と
同
道
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
記
録
が
あ
り
、

各
掛
御
中
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か
ら
、
本
校
へ
の
入
学
は
飽
く
ま
で
も
臨
時
の
、
し
か
も
短
期
問
の
も
の
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ゾ
ル
フ
大
使
と
正
木
直
彦
と
は
当
時
日
独
文
化
協
会

が
進
め
て
い
た
日
本
絵
画
展
（
ベ
ル
リ
ソ
）
開
催
の
件
で
時
折
り
接
触
が
あ
っ

た
。
ゾ
ル
フ
大
使
は
美
術
愛
好
家
で
、
特
に
浮
世
絵
版
画
の
蒐
集
に
力
を
尽
く

し
て
い
た
（
昭
和
三
年
四
月
十
六
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
所
載
ゾ
ル
フ
談
「
東
洋
芸
術

所
惑
」）
。
た
だ
し
、
正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
に
は
「
〔
同
年
〕
十

一
月
四
日

〔
中
略
〕
共
楽
倶
癸
部
に
ゾ
ル
フ
大
使
の
賣
立
あ
り
と
聞
き
て
見
物
に
行
く

我
楽
多
物
計
也
」
と
あ
る
。

⑦

即
位
御
剣
装
飾
製
作

昭
和
三
年
十
一
月
十
日
、
昭
和
天
皇
即
位
礼
が
挙
行
さ
れ
た
が
、
即
位
御
剣

の
装
飾
は
本
校
が
担
当
し
た
。
正
木
校
長
自
ら
が
製
作
監
督
に
あ
た
っ
た
た

め
、
彼
の
『
十
一
二
松
堂
日
記
』
に
は
こ
れ
に
関
連
し
た
記
述
が
多
い
。
左
に
主

要
な
記
述
を
抜
粋
す
る
。

〔
昭
和
二
年
〕

七
月
十
一
日
睛
出
勤
松
平
頼
平
子
爵
来
訪
あ
り
明
年
御
大
義
に
御

使
用
可
相
成
御
即
位
式
御
剣
の
持
御
新
調
相
成
事
に
御
治
定
御
細
は
後

鳥
羽
院
勅
作
を
御
用
ゐ
の
よ
し
御
栴
の
製
作
を
美
術
學
校
に
下
命
の
事

も
決
定
せ
る
よ
し
を
傭
へ
ら
る
従
来
は
御
即
位
式
御
細
は
其
都
度
御
製

作
あ
り
し
か
今
度
御
新
調
あ
れ
は
萬
代
不
易
と
御
治
定
の
よ
し
な
り
夫

故
事
は
璽
大
と
な
る
な
り

〔下
略
〕

七
月
十
五
日
午
前
十
時
赤
坂
御
所
に
侍
従
職
木
下
書
記
官
を
訪
ひ
松

平
子
爵
と
共
に
面
會
木
下
氏
よ
り
御
郁
位
御
蜘
椿
一
式
を
東
京
美
術
學

睛

大
雨
〔
中
略
〕
午
前
十
時
赤
坂
御
所
に
参
候
御
即
位
式
御

剣
御
持
製
作
の
岡
案
を
提
出
一
木
宮
内
大
臣
松
平
頼
平
子
爵
木
下

事

務

官

甘

総

寺

侍

従

河

井
皇
后
宮
大
夫
と
協
議
決
定
す

〔下
略
〕

十
月
一
日
睛
出
勤
午
前
九
時
よ
り
師
範
科
手
エ
赦
室
中
の
一
室
を
即

位
御
剣
装
製
作
場
と
定
む
る
為
に
五
條
天
誹
宮
司
を
請
し
て
御
祓
を
行
ふ

此
闊
係
者
は
校
長
渡
邊

〔香
涯
〕
清
水

〔南
山
〕
六
角

〔紫
水
〕
敦

授

丸

尾

専

太

郎

道

明

新

兵

術

松

田

櫂

六

山

崎

覺

太

郎

福

田

三

九
月
八
日

す 略〕 也 を
拝
見
す
消
水

七
月
十
八
日
晴
午
前
九
時
に
宮
内
省
に
出
頭
侍
従
職
に
於
て
松
平
頼

平
子
爵
の
扱
に
て
御
賓
器
上
皇
日
御
座
御
剣
を
拝
観
し
た
り
こ
は
此
度

御
即
位
御
大
證
行
は
せ
ら
る
A

に
付
御
侃
用
御
太
刀
は
歴
朝
其
都
度
御
製

作
な
り
た
る
を
此
度
は
＿帝
室
御
偉
賓
後
鳥
羽
院
御
製
菊
の
御
作
乃
太
刀
を

日
御
座
御
剣
の
形
式
を
以
て
装
飾
し
萬
代
不
易
の
御
俊
刀
と
御
治
定
相
成

た
る
に
よ
り
其
持
全
般
を
美
術
學
校
に
下
命
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
教
授
洞

水
編
蔵
渡
邊
啓
一
―
―
白
銀
師
丸
尾
雪
太
郎
を
伴
ひ
て
御
剣
を
拝
見
す

今
日
は
始
て
菊
の
御
作
を
手
に
執
り
て
拝
観
す
る
こ
と
を
得
た
り
正
午

學
校
に
ゆ
き
て
道
明
新
兵
術
を
呼
出
し
て
紫
革
帯
栂
平
緒
の
製
作
に
付
き

協
議
す
る
所
あ
り
た
り

〔下
略
〕

晴
宮
内
省
侍
従
職
に
至
り
て
日
御
座
御
剣
明
治
大
帝
御
侃
剣

今
度
製
作
を
拝
命
し
た
る
御
即
位
御
剣
の
参
考
に
せ
ん
為
明

六

角

渡

邊

諸

敦

授

丸

尾

道
二
氏
を
伴
ひ
行
き
た
り

〔下

八
月
二
十
八
日

八
月
八
日

晴
日
曜
日
渡
邊
香
涯
氏
御
即
位
御
太
刀
圏
案
を
携
示

校
に
委
啜
す
る
よ
し
の
挨
拶
あ
り

〔下
略
〕
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